









その他のタイトル 3 1920 nendai no chiiki kaihatsu wo meguru



































　1914 年の府制制定以来、朝鮮人 4 人、日本人 8 人、総勢 12 名の協議会員で構成・運営
されてきた釜山府協議会は、1920 年に任命制から選挙制に変わると、その構成において
 18 姜東鎭、前掲書、338 ～ 339 頁参照。
 19 孫禎睦、前掲書、207 ～ 298 頁、〈表 7〉および〈表 8〉参照。以後実施された地方選挙の全国的な投
票率についてはいまだ確認されていない。ただ、次第に選挙戦が加熱し、投票率は増加していったと
思われる。次に示す釜山府協議会の場合は、1920 年約 83.7％、1926 年約 92％で、選挙ごとに投票率
が高くなった。
